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美

人
畫

ア

メ
リ

カ
の
ヴ
井
ラ

ス
と

い
ふ
人

は
、

其

妻

君

の
肖
像
畫
を

セ
ン
ト
ル
イ

ス

市

の
某

大
家

に
頼

ん
だ
、

先

生
は
、
其
肖

像

の
主

人

公
が

頗

る
美

人

で
あ

る
の

で

大
に
乘

氣

が

し
て
、

一
生

懸
命

に
描

き
上
げ
た

の
で

、

ヴ
井
ラ

ス

氏

も
大

に
喜

ん
で

、

さ
て
謝

金
は

何

程
と
き

い
た

ら

二
千
弗

欲

し

い

と

い
ふ
、
此

金
高

に
驚

い
て
、

俄

か
に
其
肖

像
を
畫

家

の
宅

へ

持

さ
せ
返

し

、
『
此
繪
は

妻
君
に

少

し

も
似

て

ゐ
な

い
か
ら

お
氣

の
毒
だ
が
返
却
す

る
』

と

言

は

せ
た

、
畫

家

は
甚

だ

不
滿

だ

つ
た

が
、

詮

方
な
し

に
其
儘
受
取

つ
て
置
た

。
す

る
と
、

或

る
姻

草
屋

の
主
人

が
來

て
、
何

か
廣

告

に
遣

ふ
美

人
の
像

は
あ

る
ま

い
か
と

い
ふ
の
で

、

是

幸

ひ

と

直

ぐ
に
ヴ
井

ラ
ス
氏

の
許

へ
手
紙

を
出
し
た

『
畫
像
御

返
却

の
趣

承
知
致
し
候

、

就

て
は
本

日
幸

ひ
或

る
烟

草
屋

よ
り

店

頭

に

掲

げ
度

旨

に
て
美
人
像

を
求

め

に
参

り

候

間

、

閣

下
御
夫
人

に
は
聊
か

も
似
寄
り

の
な

き
か
の
畫
像
を
以
て
間
に
合

せ
度
、
無
論
御
異
議
無
之
儀
と
存
候

へ
共
爲

念
申
上
置
候
｡』
こ
の
手
紙
を
見
て
ヴ
ヰ
ラ
ス
氏
に
殊
の
外
驚
き
早
速

二
千

弗
な
拂

つ
て

其
箇

を
引

取

つ
た

と
の

こ
と
で

あ

る
。

 
 
 
 

二
個

の
主

人
公

有

名
な

ヴ

井

ン
ナ
聯

合
會

議
が

終

つ
て
後

、

列
席

の
諸

名
士
は

、

常
時
會
議

の
模
樣
を

圖

畫
と
し
て
後
世

に
残

さ
ん
と

い
ふ
の
で
、

佛

の
畫

家
イ

サ

ベ
ー

に
執
筆

を
頼

ん
だ

。
其
時

、

ウ

エ
ル
リ

ン
ト

ン
公
は
、

英

人
特
有

の
傲

漫

な
體

度
で

、
自

分
を
畫

中
第

一
位

に
置
く
事

、

さ

も
な
く
ば
此

圖
に
は
加
は
ら
な

い
と

言

ひ

出
し
た

、

然

る
に
フ
ラ

ン
ス
の
タ
リ
ー

ラ

ン

公
は
、

自
分
は

フ
ラ

ン
ス

一
國

を
代
表

す
る

人

物
で
あ

れ
ば

、
 
是
非
圖
中

の
首
位

に
置
く

や
う

に
と
畫

家
に
要
求
し
た

。

イ

サ

ベ
ー
先

生

大
に
困
却

し
て
、

熟
慮

の
末
終

に
相
方

に

滿
足
な
與

ふ

べ

き
コ
ン
ポ

シ
シ
ヨ

ン

を
あ
み

出

し

て
、

漸

く
此
難
關

を
切
り
拔

け
た

と
い

ふ

。

其
構

圖
と

い
ふ

の
は

、
ま
づ
、
ウ

エ
ル

リ

ン
ト

ン
公

が
將

に

議
事

堂

に
入
ら
ん
と
す

る
時

に
、
 
列
席

の
使

臣

一
同

が
眼
を

こ
れ

に

注

い
で

ゐ
る
模
樣

を
畫

き
、

同

公

に
充
分
滿
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場

の
主

人
と
も

い
は

る
べ
き
風
釆
な
與

へ
て
、
次

に
、
こ
な
た

に
は
、
議

事
堂

の
中

央
に
、
タ

リ
ー

ラ

ン
公
が
椅

子

に
倚

り
泰
然

と
構

へ
て

ゐ
る
風

を
畫

い
て
、
箇

中
の
名
舞
あ

る
位
置

を
與

へ
て
置
た

の
で

あ

つ
た
。

 
 
 

 

苦

心
の
作

元

の
始
祀
タ

メ
ル
ラ

ン
カ

ン
は
甚

だ
短
氣

で
峻

酷
で
あ

つ
た

、
自

分

の
氣

に
入
ら
な

い
事

が
あ

る
と
誰
れ

で
も
刑
罰

に
處

し
た

。
あ

る
時
畫

家
を

よ

ん
で
肖

像
を

描

か
せ
た

が

、
タ

メ
ル
ラ

ン
カ

ン
は
眇

で

あ
る
の
で

、
其

通

り

に
畫

い
て
は
氣
に

入
ら
ぬ
に
極
ま

つ
て
ゐ
る
、
刑
罰

も
恐

ろ
し

い
、

そ

こ
で

タ

メ
ル
ラ

ン
カ

ン
が
弓
を
彎

い
て
狙
を
擬

し

て
ゐ
る
圖
を
作

つ
て
差

出
た
處

、
大

に
氣

に
入

つ
て
厚

い
賞

が
あ

つ
た
と

い
ふ
。
狙
を
定

め
る

に
、

左

の
眼
を

閉

る
の
に
當
時

よ
り

の
習

慣

で
あ

つ
た

の
で

、
こ
れ
を
應

用

し

て
體

裁

よ
く

ゴ

マ
カ
し
た

の
で
あ

つ
た
。

ボ

ス
ト

ン
の
冬

〔上
〕

T

､

0

､

生

ア

メ
リ

カ

の
冬
は
、
氣
候

と
し
て
は
最
も
悪

し

き
時
な

れ
ど
、
繪
畫
を

見

る
に
は
極

め
て
よ
き
時

節

に
候
。
歐

洲
諸
國

は
、
初
夏

の
こ
ろ
に

多
く

の

展
覽

會
あ
る
由
な
れ

ど
、
此
地

に
て
は

い
つ
も
冬
期

に
限

ら
れ
居
候

。
毎

年

四
月
過

に
は

、
富

め

る
人

の
多
く

は
旅

行

致
候

故
と
承
り

候

。

十

二
月
未

に
は

、
ド
ー

ル

・
リ
チ
ヤ

ー
ド

・
ア
ー
ト
ギ
ヤ

ヲ
リ
ー
に

て
、

J
H
O
N
　
L
A
F
A
R
C
E
外

二
氏

の
近
作
展

賢
會
有

之
候

。
L
A
F
A
|

R
G
E

氏

は

ニ
ユ
ー

ヨ
ー

ク
に
住

み
、
寺
院

の
グ

ラ

ス
モ
ザ

イ
ク
に
長
し
、

現
今

ア

メ
リ

カ
第

一
と

の
評

あ
り

、
此
會

に
て
は
水
彩
畫

の
小
品

二
十
點

程
あ
り

し

も
、
装
飾

用

の
下
圖

め
き

て
、
繪

と
し

て
見

る

べ
く
や
ゝ

物
足

ら

ぬ
感
も

あ
れ
ど
、
其
着
色

は
強
烈
に
し

て
、
し

か
も

よ
く
調

ひ
、
大

家

の
作
と
し

て
感
す

べ
き

も
の
も
少

な

か
ら
ず

候
。
風
畫
畫

よ
り

は
人

物
を

寫
せ
し

も
の
巧

み
に
、
申
に

も

フ
イ

ジ
ー
土
人
を
寫
せ

し
も

の
最

も
注
意

を
惹

き
申
候

。

ボ
ス
ト

ン
・
ア
ー
ト
ク

ラ
ブ

に
於

て
只
今
油
繪

の
展
覽

會

有
之
候

、
陳
列

せ

ら
れ
し

も
の
百

二
十
四
點

、
鑑
別

に
よ

つ
て
排

さ
れ

し
も

の
三
百
餘
點

の

多

き

に
達

せ
し
由

な
れ
ど

も
、
な

ほ
及
第

品

に
も
好

ま

し
か
ら
ぬ
繪

の
多

く

を
見
受
け
申
候
。

此
會

の

コ
ツ
プ

レ
ー
ボ

ー
ル
展

賢
會

に
比

し

て
佳
作

少

な
き
は

、
彼

は
ア

メ
リ

カ
西
部

の
畫

家
を

網

羅
し
、

こ
れ
は
單

に
ボ

ス

ト

ン
畫
家
を

主

と

せ
る
に
よ

る
事
と
存
候
。

ア
ー
ト

ク
ラ
ブ

は
、
其
資
金

の
内

よ
り
年

々

一
千
弗
を
支

出
し

て
塲

中

の
傑
作
を

買

上
候

例
な
る
が
、

本

年
は
”
M
A
Y
”

と
題
す

る
M
O
N
B
R
A
Y

氏

の
繪

に
六

百
弗

、
”
B
A
C
K
　
O
F
　
T
H
E
　
O
L
D
B
A
R
N
”

と
題

す
る
R
I
C
H
A
R
D
|

S
O
N

氏

の
作

に
四
百
弗

を
支

出
致
候

、
勿
論

、

こ
れ
は

公
示
さ
れ
た

る

費
價

に
て
は
無

之
、
多

少

の
割
引

あ
り

し
結
果

と
聞
及
び
候
、
場
中

に
於

て
此

二
鮎
は
、

私
共

の
目

に
も
傑

出
せ
し

も
の
と

存
ぜ
し
分

に
御
座
候
。

一
月

九
日

よ
り
十

二
日
間

、
同

じ
く
ド
ー
ル
･
リ
チ
ヤ
ー

ド
・
ア
ー

ト
ギ
ヤ

ラ
リ
ー

に
A
E
T
H
E
R
.
M
.
H
A
Z
R
D

氏

の
單
 
獨
 
展
 
覽
 
會

有
之
候
、
風
景
及
び
肖
像
畫

合
せ
て
二
十
四
點
、
格
別
感
服
す
べ
き
も
の

を
見
出
し
不
申
候
。
(
外
遊
日
記
の
う
ち
よ
り
)


